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１　 はじめに
授業実践の研究については，その重要性が叫ばれな
がらも，科学的研究が最も遅れている分野であると指
摘されている。その理由としては，授業自体が様々な
要因による複雑な現象であること，授業がビデオテー
プなどに記録されても授業自体の正確な記録を得にく
いこと，研究授業としては公開されることもあ るが，
通常 の授業実践は他者から閉ざされた教室で行われて
いること，「よい授業」とか「すぐれた授業」とかの客観
的な評価基準が曖昧なことなどがあげられる。1）その
ような授業実践を科学的に研究していく方法論として
は，「『教材と子どもの学習活動の順位構造，認識的
過程』を重視する認識論的授業研究」の立場と「設定
された目標を達成するために，構成要素間に緊密な情
報の授受の行われている活動体系＝システム」として
授業をとらえ る教育工学的授業研究の立場がある。2）
前者 の授業研究では授業実践の認識過程や集団過程
を研究対象として，子どもの認識変容を保障する学習
内容（教材内容）の構成や学習指導の方法に関する規
則性の解明を試 み，それらの規則性を学習理論や教育
理論として，体系化することを意図している。従って，
この授業研究 は人間形成に関する教育理論的根拠に基
づいた研究方法として意義づけられるが，通常の授業
実践において，その活用を図る為の技術や手法のルー
チン化か明確でないので，汎用的活用がなされにくい
ところに問題がある。後者の授業研究では，授業設計・
授業実施・授業評価のサイクル的授業研究にお いて，
「授業を構成する要素を析出すると同時に各要素間の
関係，構造を明確にし，最終的には諸要素の再構成，
組合せのパターンを見出し，それを授業設計と改善の
ために用いる」3）ことによって，授業実践の改造の技
術や手法の解明とそれらのルーチン化を意図している。
従って，この授業研究 は授業目標に学習者を到着させ
る為に，通常の授業実践において汎用的活用がなされ
易いと言えよう。しかし，授業目標や内容を教育理論
的根拠に基づいて批判的に検討する機能を有していな
いので，特定の立場の授業実践の合理化方法として利
用されるところに問題がある。
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このような授業研究の問題を改善 していく為には，
教育理論的根拠に基づく授業実践の規則性や技法の解
明とその規則性や技法のルーチン化による汎用的活用
を図ることが課題となる。その為，本小論では授業を
システムとして捉える教育工学的授業研究 の立場から。
社会科の授業実践を事例として，システム分析に基づ
く授業研究を試みたい。
２　社会科授業実践のシステム分析の方法
教育工学的授業研究においては，授業を システムと
してとらえ，その授業を構成する諸要素の析出と各要
素間の関係や構造を解明し，教育効果を高める最適な
授業システムの設計・実施・評 価に関する技法の開発
がなされている。そのような代表的研究事例としては，
わが国における教育工学のパイオニアである坂元昂氏
の授業研究が挙げられる。氏は，授業 （教授：学習）
システムを，コミュニケーシｊンモデルに基づいて教
授者と学習者間の「三方向のコミュニケーション過程」
として捉える。Ｏ
第１方向は，教授者から学習者への情報の提示で，
教授者が授業の目標や内容を踏まえて，学習者に教材
（教授メディア）を提示する。第２方向は， 学習者か
ら授業者への働き返しで，提示された教材（教授メディ
ア）に学習者が考えをまとめたり，｡発表したり，問題
解決をしたりして反応する。第_3方向は，教授者から
学習者へのお返しで，学習者の反応に教授者が訂正・
要約・受容・確認などの応答をする。 このような教材
（教授メディア）を媒介とする教授者 と学習者間のコ
ミュニケーションを基盤にして，授業設計・授業実施・
授業評価に関する技法の解明がなされている。その為，
授業設計の相においては目標・教材・授業展開・評価
問題・集団編成などが構成要素とされている。授業実
施の相においては教材提示・説明演示・発問・間合い
のとり方・教育機器の使い方・応えかえし，形成的評
価・集団の組ませ方などが構成要素とされている。授
業評価の相においては授業設計と授業実施の両方にか
かわる目標・内容・教材の構造・教授媒体・授業展開・
教授技術・学習活動・集団活動・評価行動などが構成
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要素とされている。5)
それらの構成要素に対応して，授業改善を図るため
に，次のような分析手法が開発されている。･実施され
た授業における教師と子どもとの相互関係を解明する
相関分析の手法。実施された授業における子 どもの受
け取り方を手がかりに，学習者の立場から授業の学習
内容や指導方法等の改善視点を解明する内容分析の手
法。さらに，授業設計を行う為に，内容と目標行動の
関連表の作成 一学習構造図の作成などの目標の分析に
関する手法。教材の選択・教材の次元分けなどの教材
構造の分析に関する手法等が，具体的な手順に基づい
て示されている。6)
このような氏の授業実践に関する研究においては，
コミュニケーションモデルに基づいて授業実践を成立
させている構成要素が総合的に取り上げられているこ
と，構成要素の関連を解明する手法が，情報科学・行
動主義心理学・システムエ学などの研究成果を活用し
て多様に開発されていることに特徴が見られる。従っ
て，教育工学的授業研究における研究対象の全体構造
を示し，授業 のシステム分析を行う上において体系的
示唆を与えるとともに，構成要素に対応した多様な分
析手法を開発することによって，教育工学的授業研究
の学的基礎を示すものと意義づけられる。
しかしながら，このような氏の教育工学的授業研究
の成果を，教科教育の授業研究として活用するには，
次のことが検討課題になる。
田研究対象としての授業は教科に限定されない授業
一般となっているので，各教科の目的・内容・方法が
依拠する教科論 と分離した授業研究となっていること。
(2)授業設計・授業実施・授業評価の各相ごとの授業
研究の方法において関連諸学問の多様な成果を活用し
ているので，各相に関する研究方法の系統的関連性を
欠いた授業研究となっていること。
(3)授業設計・授業実施・授業評価のサイクル的研究
関連において，一般的授業の構成要素に関連する教授
方略や技法の総合的解明が韋図されているので，各教
科の授業実践に直結する教授方略や技法の分析的解明
を意図する授業研究となっていないこと。
これらの検討課題を踏まえて，教育工学的アプロー
チに基づく教科教育の授業研究の具体化を図る為 に，
次のような基本的研究視点を設定する。
(1)研究対象としては社会科に限定した授業実践を取
り上げる。
(2)研究対象である社会科授業実践の中核として知識
獲得システムを考察対象とする。
(3)研究対象である社会科授業実践の知識獲得システ
ムの構成要素を，授業内容の構成と授業展開の方法と
とらえる。
（4）社会科授業実践の知識獲得システムを解明する研
究方法は，仮説段階としての授業設計，仮説検証段階
としての授業実践，それらのデータの分析段階として
の授業評価のサイクル的授業研究に基づいて行う。
（5）社会科授業実践の知識獲得システムを解明する研
究方法として，発問・教材（教授メディア）・回答の
３視点に基づく分析手法を用いる。そして，社会科授
業実践の知識獲得システムの構造とそのシステムを機
能させる教授スキルを解明する。
このような研究的試みの意図は，次のように指摘で
きる。研究対象を社会科という特定の教科の授業実践
に限定するのは，授業実践は，単元計画・学年計画・
教科課程さらに教科目標に関する教科論との関連で行
われるので，社会科の目的・内容・方法が依拠する教
科論と結合した授業研究が必要とされるからである。
研究対象となる授業実践は，その構成要素である教
師・教材（教授メディア）・学習者に着目すると，教
材（教授メディア）を媒介にした教師の教授行為と学
習者の学習行為に関する教授：学習の側面，また，教
師と学習者及び学習者同志の信頼・愛情・権力などの
人間関係に関する学習集団の側面に区分される。7）そ
して，前者の側面は国語・数学（算数）・理科・社会
などの各教科の内容と深く関連するので，教科に限定
する場合の授業研究の直接対象となる。それに対して，
後者の側面は教科の授業実践の成立基盤であるので，
教科に限定しない場合の授業研究の対象となる。従っ
て，教科に限定する授業研究は，教授：学習の側面の
解明が求められるのである。
その教授：学習の側面は，授業目標，授業展開，授
業形態に区分される。さらに，授業目標は教科目標及
び単元目標が具体化されたもので，知識・理解目標，
能力・技能目標，態度目標に細分される。また，授業
展開は，教師が教材（教授メディア）を利用して学習
者に教授する過程と学習者が教材（教授メディア）を
利用して学習する過程に分かれる。そして，授業形態
は，講義法などの教師中心形態，調査活動などの学習
者中心形態，問答法などの相互交流形態に類別される。
なお，授業目標は授業展開の到達点であり，授業形態
は授業展開の１側面となっている。
このような教授：学習の研究対象領域において，教
科の本来的性格である陶冶性 から判断する と， 教材
（教授メディア）を媒介にした授業展開が， 教科教育
としての授業研究の中核的領域になると言える。具体
的に社会科の授業実践においては，教材（教授メディ
ア）を媒介にして教師と学習者が社会事象に関するい
かなる知識内容を，どのような知識獲得の方法で思考
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しているのかという領域である。そして。その領域を
知識獲得システムとして，そのシステムの構成要素を
知識内容の構成と知識獲得の方法として捉えてい る。
すなわち，授業における知識獲得という特定の機能シ
ステムに焦点づけているのである。
研究方法としては，一般的に授業実践から規則性や
技法を解明する目的的授業研究の方法｡と解明した規則
性や技法を授業実践によって検証する手段的授業研究
の方法がとられる。そして，前者の授業研究において
は授業実践の規則I生や技法を，理論的根拠に基づいて
仮説的に解明することがなされる。後者の授業研究に
おいては，解明した授業実践の規則性や技法に関する
仮説を，実験的根拠に基づいて検証することがなされ
る。このような研究関連の中で社会科授業実践の知識
獲得システムの解明を目的として，授業設計・授業実
施・授業評価の各段階の研究を位置づけているのであ
る。その為に，問い：教材（教授メディア）：回答の
視点から授業実践を分析する手法を用いているｊ ）な
ぜなら，社会科授業実践の知識獲得システムは，教師
と学習者が教材（教授メディア）を媒介にして社会事
象について思考していく過程であり，その思考過程を
明確にする上において，問い：教材（教授メディア）：
回答が，基本要素とされるからである。そして，これ
らの視点において，問いと教材（教授メディア）は主
に社会事象に関する知識獲得の方法（以下，授業展開
の方法と称す。）を解明する視点となり，回答は主に
獲得される社会事象に関する知識内容（以下，授業構
成の内容と称す。）を解明にする視点となる。 なお，
問いは授業実践を分析する際の中心的視点となるので，
次の三つのレベルに類型する。9）
①　Big Q ｕｅｓtｉｏｎ （授業目標に対応し， 授業展開
を一貫する問いである。以下, B.Q. と する。）
②　Sub Question （授業展開の分節に対応し, B.Q.
を具体化した問いである。以下* S.Q. とする。）
③　Sub Sub Question （授業展開の各分節におい
て, S.Q. を具体化した問いである。 以下, S.S.Q.
とする。）
これらの分析視点の手法に基づいて，社会科授業実
践の知識獲得システムを解明する手順を示すと，以下
のように考えられる。
①　分析対象の授業実践事例の決定
②　授業設計案の授業目標と授業展開の解読
③　授業設計案の問い（Ｂ.Q･,S.Q.) の抽出
④　授業設計案の問いに対応する教材（教授メディア）
の抽出
⑤　 授業設計案の問いと教材（教授メディア）に基
づく回答の抽出
⑥　授業設計案の授業分析表の作成
⑦　授業設計案の授業分析表に基づく知識獲得システ
ムの構造に関する仮説設定
⑧　実施授業における教師と学習者の発言の記録
⑨　授業記録の問い（Ｂ.QoS.Q･.S.S.Q.)の抽出
⑩　授業記録の問いに対応する教材（教授メディア）
の抽出
⑩　授業記録の問いと教材（教授メディア）に基づく
回答（学習者が獲得する知識）の抽出
⑩　抽出した回答の知識構造図の作成
⑩　授業記録の授業分析表の作成
⑩　授業記録の授業分析表に基づく知識獲得システム
の構造に関する仮説検証
⑩　抽出した回答の知識構造図に基づく，授業内容の
構造に関する教授スキルの解明
⑩　抽出した問いと教材（教授メディア）に基づく授
業展開の方法に関する教授スキルの解明
⑤　解明した知識獲得システムの構造と教授スキルを
活用した改善授業設計案の作成
⑩　作成した改善授業設計案に基づく実験授業の実施
⑩　改善授業設計案と授業記録に基づく授業評価
３　社会科授業実践のシステム分析のモデル事例
社会科授業実践の知識獲得システムを，前述の方法
と手順に基づいて解明する為に，具体的に中学校社会
科地理的分野の「マレーシアのゴム」を題材とする授
業事例を分析対象として取り上げる。
出　 「マレーシアのゴム」の授業設計案
本授業 は，単元名「東南アジア」の次のような指導
計画における第２時に位置づいている。¨ ） 第 １時
「東南アジアの農業」，第２時「東南 アジアのプ ラン
テーション」，第３時 匚東南アジアの工業」，第４時
「東南アジアと日本の結びっ き」，そして， 授業設計
案 は，問い：教材（教授メディア）：回答の視点から
授業実践を分析する手法に基づいて作成している。
そのように作成されている授業設計案において，本
授業の目標は，「東南アジアで生産されている天然ゴ
ムやバナナなどをてがかりにして，プランテーション
の農業形態に関する一般化を習得させ，プランテーショ
ン農業の問題に気づかせる」と明示されている。すな
わち，東南アジアにおける天然ゴムやバナナ栽培など
の農業に関する一般化の習得が意図されている。
導入では，学習問題の設定がなされている。その為，
ラテックスの収集・ゴム園・ゴム製造工程などゴム生
産に関するＶＴＲをてがかりに，「 なぜ東南アジアで
は天然ゴムが多 く生産されているのか」 の学習問題が
設定されている。展開では，学習問題の探求がなされ
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ている。その為，本時の学習問題が，熱帯雨林気候の
分布・ゴム生産地域の分布に関する ＯＨＰ などを て
がかりに，気候条件から探求されている。じかし，マ
レーシアのゴム生産が自然条件からだけでは説明でき
ないので，新たに「熱帯雨林気候の地帯は，東南アジ
アだけで はないのに，なぜ天然ゴムの生産は東南アジ
アに集中しているのか」という学習問題が設定されて
いる。そして，「イギリス人の開いたゴム園」「格差
のあるプランテーション」「ゴム園で働いている人々」
などの印刷資料をてがかりに，プランテーション農業
の社会条件・歴史的条件が探求されている。まとめで
は，学習問題の発展がなされている。その為， 匚バナ
ナのブランド名」「バナナ農園で働く人々」などの印
刷資料をてがかりに，フィリピンのバナナ栽培のプ ラ
ンテーション農業とプランテーション農業の問題が考
察されている。
このように本授業設計案における知識獲得システム
の構造としては，次のように指摘できる。授業内容の
構成としては，東南アジアのマレーシア地域にゴム栽
培が集中している事実（結果）とその原因に関する概
念的知識及びフィリピンのバナナ栽培とプランテーショ
ン農業の問題に関する事実的知識に基づいている。授
業展開の方法としては, S.Q.I 「 東南 アジ アでは米
以外にどのような作物が多 く作られているのだろうか」
からS.Q.7 「生産されたゴムは，どこへ輸出されてい
るのか」までは，天然ゴム栽培がマレーシア地域に
集中している事実からその原因を考察する方法とS.Q･
8「フィリピンのバナナは，どのように生産 されてい
るのか」及びS.Q.9 「プランテーション農業 ではどの
ような問題があ るのか」においては，フィリピンのバ
ナナ栽培とプランテーション農業の問題に関する事実
を考察する方法が取 られている。
（2） 「マレーシアのゴム」の授業記録と授業分析
前述の学習指導案によってなされた授業を，教師発
言（Ｔ）と学習発言（Ｐ）に基づいて示すと次のよう
になっている。（授業記録は略）
授業記録を前述の手順にしたがって分析すると，次
のような授業分析表が作成される。（13頁に掲載）
（3） 「マレーシアのゴム」の授業評価
本授業設計案 における授業内容の構成としては，東
南アジアのマレーシア地域にゴム栽培が集中している
事実（結果）とその原因に関する概念的知識及びフィ
リピンのバナナ栽培とプランテーション農業 の問題に
関する事実的知識に基づいていること。授業展開の方
法としては, S.Q.I からS.Q.7 までは， マレーシア地
域に集中している事実からその原因を考察する方法と
S.Q.8 とS.Q.9 においては， フィリピ ンのj’｀゛ナナ栽培
とプランテーション農業 の問題事実を考察する方法が
取られていることが指摘された。
このような授業設計案における知識獲得システムが，
実施された授業ではどのような構造となっているか，
またその知識獲得システムを機能させる為に，どのよ
うな教授スキルが用いられているかを，前掲の授業分
析表をてがかりに検討しよう。最初に，授業分析表の
回答をてがかりにして，授業内容 の構成を解明すると
次のように言える。11）
本授業 の授業展開における中心部であるS.Q.I から
S.Q.7 までの回答は，基本的に次のような知識内容に
基づいている。第１は， 匚ゴムの木にナイフで切り目
をつけて，樹液をとる」 匚ゴムの木からとった樹液を
ドラムカンに集め，水を加えて固める」などのマレー
シアの天然ゴム生産に関する事実。第２は，「イギリ
ス人がゴムの木をブラジルから持ってきて，植え付け
た」「イギリス人がゴム園を開発し，労働力としてイ
ンド人や中国人などが送りこまれた」「マレーシアの
天然ゴムは，温帯の先進国（日本）などに輸出されて
いる」などのイギリスによる天然ゴム栽培のプランテー
ション農業に関する事実，第３は，「欧米人による資
本 一技術の導入がなされている」 匚原住民の安い労働
力を利用している」「生産物の温帯先進国への輸出が
おこなわれている」などのプランテーション農業に関
する法則（一般化）。第４は，「フィリピンで生産さ
れたバナナが日本に輸入されている」「フィリピンで
は安い賃金で現地の人たちがバナナを生産している」
などのフィリピンのバナナ生産に関する事実。そして，
これらの回答内容は「社会科の知識の構造」12）から14
頁の表１のように明示される。
このように本授業ではプランテーション農業に関す
る一般化（法則）が三つの概念に即して，低次の一般
化に具体化され，それらの低次の一般化に対応するよ
うにマレーシアの天然ゴム生産とフィリピンでのバナ
ナ生産に関する事実が関連づけられる授業内容の構成
となっている。すなわち，本授業 における授業内容の
構成は，基本的にプランテーション農業の社会事象に
関する概念的知識の知識内容に基づいたものとなって
いる。なお，まとめにおけるS.Q.9 のプランテーショ
ン農業の問題に関しては，時間の都合上取り扱 うこと
が出来なかった。従って， 本授 業で は授業設 計案
におけるプランテーション農業 に関 する授業 内容
が，実施された授業において は知識のレベルに対 応
して，階層的に系統づけられた構成 になっていると
言える。
そして，このような授業内容 の構成に関する教授ス
キルを，一般化して明示すると次のように指摘できる。
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問　　　　　 い 教 材 教授･ 学 習場 生 徒 の 認 識 （回 答）
導
入
SQl　 東南ア ジアでは米以 外 に何を 作 っ
ているか。
SQ2　 そ れらの作物のなかで 、 輸出 し て
いるものはどれですか。
SQ3　 ゴ｀ ムはどのように作られている か。
SSQl どこの国で天然ゴムは作られている圦
SSQ2 斜線、Ｔ、Ｖ、Ｘ 、Ｔ は何を 表 し
ていますか。
B 印 なぜ東 南アジアで は天然 ゴ ムが多
く生 産されているの,か。
教科書
スライド
プリント3
Ｔ, 発問
Ｐ．発表
T. 発問
Ｐ．発表
Ｔ, 発問
Ｔ．スライド
提示
Ｐ．スライド
を見る
Ｔ，説明
Ｔ．プリント
３提示
Ｐ．プリント
を読む
Ｔ．発問
Ｐ，発表
T. 色を塗るよ
うに指示
Ｔ．発問
・東南 アジアでは米以外に、ゴム、 バナナ、パ
イナ ップル、 ココやし、砂糖キビ、 マニラあ
さ、小麦、コーヒーなどを作ってい る。
・ ゴム、バナナ、油などを輸出してい る。
・ ゴムの木に牛ズを つけ、その樹 液を取 る。
たまったらドラムカンに集め、 水を加えて固
める。
・できたものを輸出する。
・プラ ンテ ーショ ンで働く労働者は50％がイン
ド人、30％が中国人、10％がマレー人で、マ
レ ー人はゴムの恩恵を受けていない。
・苗移植 から７年で取れるようになり、70年使
用できる。
・樹 液の採集は朝 ４時～ ８時半頃までに行う。
・ インドネシア、 マレ ーシアでゴムは作られて
いる。
○本時の問題意識。
匳
開
s印　 ｺﾞムはどのよ うな自 然条 件下 で生
産されているか。　　　　　　 ’･
SSQ3 なにか凝 問はないか。
B印 熱帯雨林気候の地 帯 は東 南ア ジア
だ けで はないのに、 な ぜ ゴム の生
産は東南 アジアに集中 し てい るの
か。
SQ5　 働いているのはどこの人が多い かo
S印 生産したゴムはどうなっていく か。
SS印 どの資料を見ればいいですかo
SQ7 生 産されたゴムは どこ へ輸 出さ れ
ているのかo
OHP
熱帯 雨林
気 候区
OHP
熱帯雨林
気 候区と
ゴム栽培
地域
プ リント
１－６
教科書
プリント4
T. 発問
P. 発表
T. OHP
提示
T. OHP
提示
P. 発表
T. 発問
Ｔ．ノー 凵こ
書くこと、
個人追究
のあ と、
回りと相
談してよ
いと指示
P, 発表
Ｔ, 説明
Ｔ．プリ ント
５提示
Ｐ．プリ ント
を読 む
T. 発問
Ｐ, 発表
T. 発問
T. 発問
Ｐ, 発表
T. 発問
Ｔ, 説明
・海岸ぞい。 暑いところ。太平洋、 インド洋ぞ
いでつくられている。
・ ゴムの原産地は アマゾ ンである。
・原産地は熱帯雨林気候にある。
・ゴムは雨が多く熱いところで取 れるのに、実
際の栽培 はインドネシア、 マレ ーシアに集中
しているo
・原産地より も盛んに栽培されてい る。
・イギリス人がブラジルから持 って きて、植え
付けた。
・安 い賃金でつか つて栽培している。
・イギリス人が、ゴム園を 開発し、労 働力とし
て、 インド人が送りこまれた。
・ゴム園を作 ったのはイギリス人である。
・イギリスはマレ ーシアを植民地支配し、その
大資本を背景にゴム園は作られた。
・ゴム園経営のうち、大 規模 のものはヨ ーロッ
パ人が所有している。
・ インド人、華僑。
・プリント ８
・プリント ４
・自動車工業の急速な伸びにより、 タイヤのゴ
ムの需要が伸びた。
・ゴムは先進国に輸出 されている。
・現地の安い労働力、欧米 の資本、先進国への
輸出などでプランテ シーョンが成り立っている。
・他のもの もそうやって作 られすこ。
ま
と
め
S印　ﾉ ナ゛ナのラ'｀ ル゛から、 企業 、資 本
がどこからでていたか。
プリント７ Ｔ．プ リ ント
７提示
Ｔ．発問
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①社会事象に関する
概念的知識に基づいて
構成する。
②社会事象に関する
概念的知識から社会事
象に関する事実的知識
を，概念的知識に含ま
れる各概念に系統づけ
て構成する。
本授業における授業
展開の方法を，前掲の
授業分析表の問いと資
料（教授メデイア）を
てがかりに，解明する
と次のように言える。
本授業 の導入と展開
では，マレーシアが天
然ゴム生産で世界的中
心地である事実(Fl)
の原因を，基本的に自
然条件と社会条件・歴
史条件から探求する２
つの原因探求の展開方
法となっている。最初
は, S.Q.I か らS.Q.2
の問いと「マレーシア
における天然ゴム生産
のビデオ」「ゴムの木
からの樹液採取の写真」
「ゴム園で働く人々の
解説文」からＦ１の事
実が出されている。そ
のＦ１の事実に関して，
S.Q.4 と 厂熱帯雨林気
候区 のＯＨＰ」 によ っ
て， マレーシアが熱帯
雨林気候に属するとい
う自然的条件の原因が
探求されている。そし
て, S.S.Q.3 の問いと
「熱帯雨林気候の分布
図」 「天然ゴム生産の
分布図」によってＣ１
の原因から説明できな
い事実Ｆ ２（熱帯雨林
気候の地帯は東南アジ
アだけでないのに，天
「マレーシアのゴム」の知識の構造（表 ２）
概　 念　的　知　 識
事　　　 実　　　 的　　　 知　　　 識
一般化　　　　　　　 低次の一般化
プ・産。
う簗留心　　　　　　 プうンラーシ 。ン農業
テ の温　　　　　　　 では，欧米人による資
｜導帯　　　　　　　 本・技術の導入がなさ
とﾝyjl　　　　　　　 れている。（L1 ）
嘉箔 具　　　　　　　
プランテーション農業
業 人 の　　　　　　　 では，原地人の安い労
で の輸　　　　　　　 働力 が利用 さ れてい
ﾘﾐ
でで祟　　　　　　　
る。　（L2 ）
欧労行
米働 わ　　　　　　　 プランテーション農業
A 力 れ　　　　　　　
では，生産物の温帯先
? 宸ご　　　　　　　
進国.への輸出が行われ/
る用 る　　　　　　　　ている。（L3 ）
資 ． ゜
本生
ゴムの木にナイフで切り目をつけて，樹液をとる。
ゴムの本からとった樹液をドラムカンに集め，水を加えて
固める。
イギリス人がゴムの本をブラジルから持ってきて，植え付
けた。
イギリス人がゴム園を作った。
ゴム園で働く労働者は, 50% がインド人, 30% が中国人，
10％がマレー人である。
イギリス人がゴム園を開発し，労働力としてインド人や中
国人などが送りこまれた。
フィリピンでは安い賃金で現地の人たちがバナナを生産し
ている。
マレーシアの天然ゴムは，温帯の先進国（日本）などに輸
出されている。
フィリピンで生産されたバナナが日本に輸入されている。
然ゴム生産は東南アジアに集中している。）が提示さ
れている。
そのＦ２の事実に関して, B.Q.2 からS.Q.7 までの
問いと「ゴム園で働く人々」「イギリス人の開いたゴ
ム園」「格差のあるプランテーション」「ゴム栽培の
問題点」などによって社会条件及び歴史条件からプラ
ンテーション農業がなされているという原因が探求さ
れ，その過程でプランテ ーション農業 に関する法則
（Ｌ）が概念化されている。さらに， その法則と原因
からS.Q.8 と「バナナのブランド名」「バナナ農園で
働く人々の解説文」などの教授メディアによって，フィ
リピンでのバナナ生産の事実(F  3 ―Fn) が探求さ
れている。すなわち，導入と展開では，Ｆ１の事実か
らＣ１の原因そしてＦ２の事実からＣ２の原因が探求
され，Ｆ ２の事実とＣ２の原因に基づいてＬの法則が
概念化され，その法則Ｌと原因条件Ｃから天然ゴム以
外のプランテーション農業 の事実Ｆ が探求される授業
展開の方法となっている。
さらに，このような授業展開の方法に関する教授ス
キルを，導入・展開・まとめごとに具体的に検討する。
導入では，前時の 匚東南アジアの米」との関連を踏ま
えて教師が，「東南アジアでは米以外に何を作ってい
るか」「それらの作物のなかで，輸出しているものは
どれか」の発問(S.Q.I,S.Q.2) によって， 本時の題
材に関する事実を問うている。すなわち，前時の題材
がら関連づけて本時の題材に関する事実の問いによっ
て，典型的社会事象の事実提示がなされ，本授業の動
機づけがなされている。
次に，教師による「どのように天然ゴムは生産され
るのか」(S.Q.3) の問いと， テレビ番組で紹介さ れ
ー
たマレーシアの天然ゴム生産に関するビデオによって，
学習者はマレーシアの天然ゴム生産に関する事実を認
識している。 さらに，東南アジア諸国の白地図にゴム
生産地域の色塗りの作業によって, B.Q.I 「なぜ東南
アジアでは天然ゴムが多く生産されているのか」の学
習問題を学習者が設定している。すなわち，視聴覚を
通して事実理解が可能であるビデオによって事実認識
がなされ，地図の色塗り作業の事実強化によって学習
問題の設定がなされている。
展開では，導入で設定された学習問題(B.Q.I) に
基づいた探求がなされている。具体的には，教師から
のS.Q.4 「ゴムはどのような自然条件下で生産されて
いるか」の問いと世界の気候区に関するＯＨＰ によっ
て，学習者は自然的条件からマレーシアの天然ゴム生
産が世界的中心となっている事実 の原因を探求してい
る。すなわち，社会事象 の基礎的条件に関する原 因
（マレーシアの天然ゴム生産では，自然条件が基礎的
条件である。）からの探求が行なわれている。 次に，
学習者は熱帯雨林気候の分布と天然ゴム生産の分布の
相違からB.Q.2 「熱帯雨林気候の地帯は東南 アジアだ
けではないの･に，なぜ天然ゴムの生産は東南アジアに
集中しているのか」 の展開での中心的学習問題を設定
している。すなわち，最初に探求した原因（自然条件）
だけでは説明できない社会事象による問題設定がなさ
れている。そして，自然条件以外の原因が次のように
仮説一検証の方法で探求されている。
まず, B.Q.2 に関する仮説は，個人学習からグルー
プ学習という学習形態で，学習者 の個々の考え方が集
団思考を経て，高まるように提示されている。さらに，
教師からのS.Q.5 からS.Q.7 の問いに基づいて，学習
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者は各仮説を検証している。具体的には，「イギリス
人がゴムの苗木をブラジルから持ってきて，植え付け
た」「イギリス人がゴム園を開発し，労働力としてイ
ンド人などが送りこまれた」「イギリス人は安い賃金
で労働者を使い，ゴム栽培をしている」の仮説が出さ
れ，仮説に関連する教材（教授メディア）の活用によっ
て検証されている。すなわち，学習者の個々の考え方
を集団思考を経て高めるように仮説が提示され，各仮
説の検証がなされている。
最後に，教師が検証された仮説の関連を示す図の作
成によってプ ランテーション農業に関する法則を説明
している。 さらに，この法則とS.Q.8 の問いに基づい
て，フィリピンで のバナナ生産に関する資料紹介が
なされ，マレーシアの天然ゴム以外の事実探求がなさ
れている。 すなわち，検証された仮説の図式による法
則探求とその法則に基づく複数の個別的社会事象の探
求がなされている。
これらの本授業展開の方法に関す る教授 スキルを，
一般化して明示すると次のように言える。導入で は，
①前時 の題材と本時の題材を関連づけて，学習対象と
しての典型的社会事象の事実提示と動機づけをする。
②視聴覚メディアによる典型的社会事象に関する事実
認識をする。③典型的社会事象の作業学習に基づく事
実強調によって学習問題を設定する。展開では，④社
会事象 の基礎的条件に関する原因か ら探求す る。②ひ
とつの原因からでは説明できない社会事象によって学
習問題を設定する。③学習者の考え方を集団思考によっ
て高める学習形態に基づいて仮説を提示し，検証する。
④検証された仮説の図式作成によって法則を探求する。
まとめでは，①法則に基づく複数の個別的社会事象を
探求する。
４　おわりに
本小論で取り上げた「マレーシアのゴム」の社会科
授業における知識獲得システムは次のように言える。
本授業は，プランテーション農業に関する法則（概念
的知識）に基づく授業内容の構成で，マレーシアのゴ
ム栽培の事実からプランテーション農業に関する法則
（概念的知識）を発見し，その法則に基づいてフィリ
ピンのバナナ栽培などの事実を確証していく探求的方
法で，知識を発展させていく授業展開の方法に基づく
構造となっている。そして，その構造を機能させる為
に，前述した教授スキルが活用されている。
今後の研究課題としては，次のことが挙げられる。
社会科授業における知識獲得システムの構造の類型化
をする。社会科授業における知識獲得システムの各構
造を機能させる教授スキルの解明とそれらの有効性を
検証する。社会科授業における知識獲得システムの構
造を教科論と関連させる。
＜注＞
１）西之園晴夫『教育学大全集30　 授業 の過程』第１
法則　1981 年　pp.  5-7
2 ）東洋・坂元昂他編「新教育の事典」平凡社　1979
年　pp.439-445.
3 ）同上書　p.440.
4 ）坂元昂『授業改造の技法』明治図書1980 年pp.
28-37.
5 ）同上書pp.49-54.
6 ）同上書pp.  60-319.
7 ）柴田義松『授業 の基礎理論』明治図書　198 工年
p.54. 吉本均『認識過程と学習集団』日本教育方法
学会編『授業研究の課題と方法』明治図書　1985 年
pp.  168-177.
8 ）授業分析の視点については，以下の文献を参考と
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